
 

 

 

 

 

●シナリオトレーラー 

 

脳みそのないカカシには脳みそをあげよう。 

つめたいブリキの木こりには心をあげよう。 

勇気のないライオンには勇気の薬をあげよう。 

 

喪失を、欠落を抱えた君たちよ、僕のところにおいで。 

もう、ひとりで悲しまなくていい。耐えなくていい。 

 

そして何より大切なのは、 

ハッピーエンドで終わること！ 

 

人鬼血盟RPGブラッドパス 

「魔法使いはここにいる」 

 

――血の軛に繋がれた君たちよ。 

さあ、黄色いレンガの道をたどっておいで。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

●シナリオハンドアウト 

 

・PC１(人間)ハンドアウト 

推奨組織：SID（『ＢＬＰ』P.200） 

 

SIDの捜査官であるキミには、葵井（あおい）という同僚がいる。ひ

と月ほど前に吸血鬼と血盟を結び、キミと同じ”監督官”になった際、

亡くなった娘さんの記憶を「喪失」してしまっていた。 

その彼が変死した。紛れもない「V案件」だった。 

同様の被害は他にも相次いでおり、キミたちの血盟に指令が下る。

同僚の弔いのためにも、謎を解き明かし、犯人を「抹消」することが

キミたちの使命だ。 

[シナリオテーマ：変死事件を止める] 

 

・ＰＣ２(吸血鬼)ハンドアウト 

推奨組織：ＳＩＤ(『ＢＬＰ』P.200) 

 

SID の”特別協力者”であるキミには、トゥティという同僚がいる。彼

女は「愛」の欠落した少女吸血鬼であったはずだが、ある時キミに

「愛のことが分かってきたかもしれない」と奇妙なことを言っていた。 

その彼女が変死した。紛れもない「V案件」だった。 

同様の被害は他にも相次いでおり、キミたちの血盟に指令が下る。

謎を解き明かし、業血鬼を「抹消」することがキミたちの使命だ。 

 

[シナリオテーマ：犯人を追跡する]

 

 

 

 

 

●推奨サンプルキャラクター 

クイックスタートでキャラクターを作成する場合、次のサンプルキャ

ラクターを推奨します。 

 

PC1：特別監督官（P.126） 

PC2：華麗なる血闘者（P.126） 

 

※備考１： 

PCたちの所属組織が SIDになっているのは一例です。 

斬鬼衆や異端改宗室など、他の組織に変更してもシナリオ上問題

はありません。「事件への介入」でＰＣを呼び出す役のＮＰＣなど、

一部の演出のみ変わる可能性がありますので、ＧＭとご相談の上

でお好きに選択してください。 

PC の所属組織を変更した場合、NPC「葵井」「トゥティ」の所属も

同じところに変更してください。 

 

※備考２： 

このシナリオでは、ＰＣたちの「欠落」や「喪失」について語る機会

が多くなることが予測されます。それらについて辛い思いを抱いて

いたり、何か思うところがあったりする血盟で参加すると特に楽しん

で頂けるかと思います。 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

●シナリオスペック 

 

ステージセット：東京UTM 

プレイヤー人数：2人 

想定練度：1 

想定プレイ時間：3～4時間 

 

基本ルールブックのみで遊ぶことができます。 

 

――――――――――――――――――――――― 

 

 

 

 

本シナリオは「からすば晴先生／N.G.P.」及び「新紀元社」が権利

を有する『人鬼血盟RPGブラッドパス』の二次創作です。 

 

シナリオ作成：遥唯祈（はる ゆいき） 

Twitter：@HAL_2002 

シナリオ配布：http://card.zero-the.fool.jp/ 
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※以下はGMさん向けの情報です。 

ＰＬ予定の方は閲覧しないようにご注意ください。 

 

＿＿＿＿＿＿ 

ストーリー 

￣￣￣￣￣￣ 

ＰＣたちの同僚である人間の「葵井」と吸血鬼「トゥティ」が殺害さ

れました。彼らと同様の異様な形で殺される被害者も相次いでおり、

事態を重く見たＳＩＤ（あるいはＰＣたちの所属組織）は、ＰＣたちに犯

人である業血鬼の捜索と抹消を命じます。 

一連の事件の犯人は、「スマラクト」という名の業血鬼です。彼は

「物語はハッピーエンドにしなくてはならない」という美学を持った芸

術家気取りの貴種で、その手段として吸血鬼や、吸血鬼と血盟を結

んだ人間を狙います。彼らの持つ欠落や喪失に目を付け、特殊な血

奏術でそれらが取り戻せたかのような夢を見せて、疑いを持ちそう

になれば殺すのです。真実に気づく機会が無ければ幸せなハッピー

エンドだ、というのが彼の言い分です。 

ＰＣたちが事件の犯人を突き止め、抹消すれば、このシナリオは終

了となります。 

 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿ 

導入フェイズ 

￣￣￣￣￣￣￣￣ 

当シナリオの[導入フェイズ]では、[マスターシーン]を 2 つ行った

後で[血盟の日常]と[事件への介入]を順に行います。 

 

●マスターシーン１ 

PC１のみ登場。同僚の NPC「葵井（あおい）」との、一週間ほど前

の会話シーンです。 

 

▼場面描写 

ＳＩＤ本部の廊下の自販機の前で、同僚の葵井（あおい）と居合わ

せる（外見などの詳細はシナリオ巻末）。 

彼はひと月ほど前、トゥティという少女吸血鬼と血契を結び、ＰＣ１と

同じ”監督官”になった男だ。その際、死んだ娘の記憶を「喪失」して

しまい、ややふさぎ込んでいた。 

 

▼セリフ（葵井） 

「やあ、ＰＣ１。君も休憩かい」 

「(ぽつりと)娘のことを、少し…… 思い出せたかもしれないんだ」 

「夢に見たんだ。何度も見続ければ、きっと」 

「思い出せそうな気がするんだよ」 

彼はたぶん、笑ってみせようとしたのだろう。泣き笑いのような表情

を浮かべる。 

「君だって、(PC1の喪失)が取り戻せたら、嬉しいだろう……？」 

 

 

●マスターシーン２ 

PC２のみ登場。同僚の NPC「トゥティ」との、一週間ほど前の会話

シーンです。 

 

▼場面描写 

ＳＩＤ本部の廊下で、同僚のトゥティに駆け寄ってこられる（外見など

の詳細はシナリオ巻末）。 

彼はひと月ほど前、葵井という人間と血契を結び、ＰＣ２と同じ”特別

協力者”になった少女吸血鬼だ。１２歳ほどの少女の姿をしている

が、これでも数百歳の貴種であるらしい。ドレスのようなワンピース

のスカートをひらめかせ、得意げにＰＣ２に話しかける。 

 

▼セリフ（トゥティ） 

「ごきげんよう、ＰＣ２！ 今日も（ＰＣ２に合わせた何らかの形容）ね」 

「あのね、あのね。わたし、分かっちゃったかもしれないわ。愛ってど

んなものなのか」 

「わかっ…… てはいないのだけど。まだ途中よ、分かってきたところ」 

「いま勉強中なの。どこでかは内緒」 

 

「あなたに欠けているのは何だったかしら」 

「そう、そう。（PC2の欠落）だったわね」 

「吸血鬼には何かが欠けている、だなんて人間に言われるのは癪な

んだもの。私は手に入れてみせるわ」 

「うまくいったら、あなたにもやりかたを教えてあげてもいいのよ？」 

 

 

※マスターシーン１，２について 

ＮＰＣたちからの問いに、ＰＣたちが咄嗟に応えられなくても大丈夫

です。欠落・喪失についての会話は以降の場面で血盟同士でじっく

りできる機会がたくさんありますので、むしろあっさり目にシーンを

閉じてしまって構いません。 

 

 



 

●血盟の日常 

[血盟の日常]（『ＢＬＰ』P.216）では、血盟ごとに日常の演出を行

います。 

 

●事件への介入 

[事件への介入]は、所属組織の上司から呼び出しを受け、調査を

命じられる場面となります。 

 

▼場面描写（ＳＩＤの場合の例） 

霞が関の警察庁地下にあるＳＩＤ本部。キミたちはその課長室に呼

び出されていた。 

日比屋響子は険しい表情で、まず黙ってタブレットの画面をキミた

ちに見せる。そこには、業血鬼の被害者と思しき写真画像が２０枚

近くも並んでいた。全員が全員、全身を緑色に変色させられて死ん

でいる。 

その中には、葵井とトゥティの姿もあった。 

 

▼台詞 

「貴方たちなら、見れば判ってしまうわね。――Ｖ案件よ」 

「被害者の直接の死因は、いずれも致死量の血を吸われたこと」 

「結果、人間の手では不可能な変質を起こして変色している」 

「日付を見て。一日に数人ずつという規模ではあるけれど、この一週

間着実に続いているわ。そして、被害者は吸血鬼か、吸血鬼と血盟

を結んだ人間ばかりなの。犯人はかなりの力を持った業血鬼と考え

て良いでしょう」 

「（葵井とトゥティを指して）……最新の被害者はこの２人。葵井の現

場はそのまま保存しておけたから、あなたたちがいつでも立ち入れ

るように連絡しておくわ」 

 

◆場面終了チェック 

 □ＰＣたちが変死事件の概要を聞き、調査指令を受けた 

 □ＰＣたちが捜査へ向かう演出を行った 

 

 

 

＿＿＿＿＿＿＿ 

調査フェイズ 

￣￣￣￣￣￣￣ 

[調査フェイズ]では PCたちが事件を調査してゆきます。 

 

●マスターシーン３ 

ＰＣは全員登場。１回目のドラマターンの開始直後に発生します。 

葵井が殺された現場、彼の自宅の寝室を調査する場面です。 

現場は葵井の自宅の寝室。 

ベッドのサイドテーブルには、亡くなった娘さん、離婚した奥さんの

写真が飾られています。 

 

▼場面描写 

現場に荒らされた跡、争ったような形跡などはない。 

壁際のハンガーラックには、次の日に着ていくつもりだったらしいス

ーツが一揃い掛けられている。 

いつも通りに眠って、そのまま、と言った様子。 

 

枕には血が付着しているが、致死量には程遠い少量。 

残りは業血鬼に吸われたのだろう。 

 

枕元にひとつ、奇妙なものが置かれている。 

掌に乗る程度の大きさの、ハートの形をしたいわゆる「ぬいぐるみ」。

外側の布はシルクでさらさらと手触りが良く、中にはおがくずが詰

められているようだが、中心部に何か硬いものが入っている。（開け

てみる場合、小さなエメラルドの欠片が出てくる） 

同様のものが他の被害者の近くからも発見されているらしい。 

以降、これらのぬいぐるみのことは「シルクのハート」と呼称する。 

 

◆場面終了チェック 

 □ＰＣたちが現場を調査し、「シルクのハート」を発見した 

 □ＰＣたちが次の調査に向かう演出を行った 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

●マスターシーン 4 

最終血戦フェイズの「吸血」と「血戦」の間のタイミングで発生しま

す。 

シーンプレイヤーは「囮」を引き受けた側の PCとなります。 

該当PCが見る夢の中の場面です。 

 

シルクのハートを通じたスマラクトの血奏術により、「欠落・喪失し

たものを取り戻せたかのような夢」を見ます。具体的にどのような

夢を見るかは、シーンプレイヤーに描写を任せます。簡単なもので

も構いません。 

目が覚めれば淡い感触だけを残して消えてしまうただの夢なので、

安心して自由に演出するよう伝えてください。PC たちの欠落や喪

失が実際に埋まることはありえません。 

描写が一段落したらシーンを閉じ、最終決戦フェイズに移行します。 

 

◆場面終了チェック 

 □シーンプレイヤーが PCの見た夢の描写を行った 



■情報 

このシナリオの情報は以下のふたつです。 

 

●情報項目名１：「心の空白」 

・開示値：3（[PC人数+1]） 

・内容： 

この殺し方はドイツ出身の貴種「スマラクト」のものだと分かる。 

他者の肉体や精神を弄ぶ「芸術活動」の末に多くの人間や吸血鬼

を殺してきた、たちの悪い業血鬼である。 

 

また、被害者たちの共通点は、「グリーン・スペクタクルズ」という占

い店に行っていたこと。心の空白を癒す、という売り文句で話題の

店だ。 

店舗は 23 区内に複数あり、普通は人間の店員が相手をしており、

吸血鬼や血盟を結んだ人間が客になった場合は「シルクのハート」

を無料で渡し、睡眠時に枕の傍に置くよう指導している。 

これを介して血奏法で幻覚を見せ、眠っているところに現れて血を

吸って殺す、というのがスマラクトの手口であるようだ。 

 

●情報項目名２：「スマラクトとの接触」 

・開示値：６（[PC人数×3]） 

・内容： 

スマラクトは注意深く、襲撃という形でこちらから接触を取るのが難

しい。PC のどちらかが囮になって、スマラクトの出現条件を満たす

のが確実だろう。 

すなわち、「シルクのハート」を枕元に置いて眠り、血奏法をあえて

受けて喪失や欠落を埋める夢をみること。 

 

「シルクのハート」を手に入れる方法は大きく分けて二つ。 

1.「グリーン・スペクタクルズ」の客になり、喪失や欠落をにおわせる

ような相談をすれば、自分用の「シルクのハート」が手に入る。 

2.所属組織から、被害者の遺品を使う許可を得る。 

 

ただし、「シルクのハート」を所持している PC は、血戦でスマラクト

の〈特技〉によって受けるダメージが＋3される。 

ハートを処分しようとする場合、血戦の開始前までは任意のタイミ

ングで、血戦中は[タイミング：開始][タイミング：準備]のいずれか

のタイミングで行える。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

最終血戦フェイズ 

￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

[最終血戦フェイズ]では、[吸血]と[血戦]を行います。 

 

●吸血 

「BLP」P.223 のルールに従い、吸血の演出と手札の交換を行って

ください。（本シナリオでは、この後に前ページのマスターシーン 4

が挟まりますので忘れないようにしてください） 

 

●血戦 

PC がスマラクトと決着をつける場面です。まずスマラクトと PC た

ちが会話する場面を行い、キリがついたら[血戦]を開始します。 

エネミーはスマラクト×１、火の玉×１（[PC人数-1]）。 

[終了条件]はスマラクトの[戦闘不能]です。 

 

▼場面描写 

場所は PCの眠っている所に合わせて描写。 

枕元のシルク製のハートがぼんやりと不気味な緑色に輝き、そこか

ら滲み出すようにしてスマラクトが現れる。 

道化た服装に緑の眼鏡。魔法使い気取りの長い杖を持っている。 

 

▼セリフ例（スマラクト） 

（※囮になった PC が眠っているところに出てくるため、スマラクトは

最初、もう一方の PCに話しかけます。囮PCの PLには、いつでも

好きな時に起きて話し始めて良い旨を先に伝えてください） 

 

「おやおや、これは！ ごきげんよう。ベッドに先客とは驚きました」 

「しーっ、お静かに。（囮になった PC）さんが目覚める前に、早く殺し

て差し上げなくてはなりませんから」 

「なぜってこの方は今、永遠に埋まらぬ悲しい喪失（欠落）を取り戻

す夢の中におられるのです。疑いが深まる前に、幸せが壊れる前に、

二度と真実に目覚めることができなくなれば、それは素晴らしいハ

ッピーエンドでしょう？」 

「(否定された場合など)なんと！ では、あなたがかわりに（囮 PC）

の喪失(欠落)を埋めて差し上げられると？」 

「ヒトの喪失、吸血鬼の欠落。ああ、悲しい、悲しい。こんなに悲しいも

のはこの世の中にありません。私は悲劇が嫌いなんですよ。やはり

物語はハッピーエンドでなくては、ねえ？」 

「（葵井やトゥティのことを言われた場合）ああ、あの方たちは素晴ら

しかった！ 素晴らしい仕上がりでしたでしょう？ すてきなハッピー

エンドに導いて差し上げることができました。そう思いませんか？」 

「（話が平行線になった場合）それではこうしましょう、特別サービス

です。あなた方を眠らせて、改めてすてきな夢を見せて差し上げる。

少々力ずくになりますが……(異形化する)よろしいですよね」 

 

（戦闘不能）「なぜだ、なぜです。永遠に失ってしまったものを、取り

戻したいとは思わないのですか……」 

 



●エネミーデータ：「スマラクト」 

分類：ボス、業血鬼 

根源：美学 

脅威度：3[PCの平均練度+2] 

タイプ：バランス 

 

【生命力】：5[PC人数×2]+1 

【先制値】：17[脅威度+14] 

 

・〈特技〉 

 

〈強者の一閃〉攻撃/単体/作成/なし 

対象に山札＋5点のダメージをあたえる。[情報 2]が開示されてい

ない場合更に+3。 

 

〈根源開放〉開始/自身/作成/血戦1回 

山札からカードを[PC 人数]枚引き、1 枚を選択。全ての PC に選

択したカード＋5点のダメージ、残りのカードをスタックする。 

他の[タイミング:開始]の〈特技〉と同時に使用可能。 

 

〈根源技：美学〉準備/自身/3/血戦1回 

あなたは[生命カード]2 枚を捨て札の任意のカードと入れ替える。

入れ替えた[生命カード]は表でセットすること。 

 

〈死飾の美〉攻撃/場面(選択)/３/なし 

対象に[山札 1枚]点のダメージを与える。この〈特技〉の効果で出

したカードが赤色だった場合、与えるダメージに+５する。 

 

〈生奇た芸術〉終了/単体/３/血戦1回 

[戦闘不能]のモブエネミー1 体を対象にする。対象の[戦闘不能]

を回復する。対象は新たな[生命カード]を山札から 1枚引き、表で

セットすること。 

 

・行動指針： 

[開始]：〈根源解放〉 

[手番]： 

 [準備]で〈根源技：美学〉（血戦1回） 

 [攻撃]で〈死飾の美〉 

 （[情報2]が開示されていない場合〈強者の一閃〉と使い分ける） 

[終了]：[戦闘不能]のモブエネミーがいれば〈生奇た芸術〉 

 

・解説： 

「嘘を信じたまま死ねればハッピーエンド」という奇妙な美学を持つ、

ドイツ出身の業血鬼。 

欠落や喪失からもっとも救われない者たちであるところの「吸血鬼」

「血盟を結んだ人間」を「救い」、「ハッピーエンドを迎えさせる」こ

とをここしばらくの「芸術活動」のメインにしている。 

人間体は金の巻き毛の男性の姿。道化た服装、緑の色眼鏡。 

異形化した姿は、玉座に乗った巨大な頭。全身がエメラルドででき

ている。（「シルクのハート」の中身はこの身体の一部である） 

●エネミーデータ：「火の玉」 

（スマラクトが操る火の玉。彼の周りを飛び回る） 

分類：モブ    脅威度：1 

【生命力】：1 

 

・〈特技〉 

〈全力の一打〉攻撃/単体/-/なし 

対象に５点のダメージ 

 

〈狂信の壁〉解説参照/単体※/-/なし 

対象が[タイミング：攻撃]かつ[対象：単体]の〈特技〉の対象に指

定された際に使用する。その〈特技〉の対象をあなたに変更する。 

 

◆場面終了チェック 

 □血戦が終了した 

――――――――――――――――――――― 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

終幕フェイズ 

￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

[終幕フェイズ]では物語の終幕、あるいは後日譚を演出します。 

［終幕フェイズ］が終わったらセッションを終了し、［クローズ］に移っ

てください。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

●その他のＮＰＣ情報 

 必要になった場合にご利用ください。 

 

・葵井 

 ＰＣたちの同僚の人間。３０代後半の、ややくたびれた風貌をした眼

鏡のおじさん。穏やかな性格をしていた。 

２０代の頃に娘を「Ｖ案件」で失い、所属組織に志願。一箇月前によ

うやくトゥティという血盟の相手を得て血契を結んだ。が、その際に

「喪失」してしまったものがよりにもよって「記憶（娘）」だった。 

トゥティとの関係そのものは悪くなかった。 

 

・トゥティ 

ＰＣたちの同僚の吸血鬼。外見は１２歳程度の金髪碧眼の少女。自

分の外見を最大限に活かした、フリルたっぷりのワンピース姿を好

む。 

性格は溌剌として生意気だが素直。おしゃまさん。 

葵井のことは気に入っており、振り回しつつも良く協力して事件の

解決に当たっていた。 

「グリーン・スペクタクルズ」には、最初は葵井を心配して付いてい

った。その後、「シルクのハート」を受け取って本当に件の夢が見ら

れてしまったため、自分も嵌まってしまった。 

 

マスターシーン3で、PCたちが葵井のではなくトゥティの殺害現場

に行きたいと言った場合は、（PC たちが SID の場合）「保護寮

（『BLP』P.２０１上段）」内の彼女の自室に通される。内装は少女

趣味。発見できる手がかりは葵井の部屋とほぼ同様。 


